
岐
青
浄
房
厨
一
唆

　
学
会
も
順
調
な
あ
し
ど
り
で
発
展
し
、
発
足
二
年
目
を
迎
え
、
す
で

に
機
関
紙
も
本
年
度
三
集
を
江
湖
に
拍
く
リ
閏
し
た
。
会
員
も
、
　
一
躍

二
千
人
に
近
い
大
世
帯
に
．
な
リ
、
学
会
の
活
躍
が
一
層
の
期
待
を
も
っ

て
目
さ
れ
る
こ
と
に
。
な
っ
た
。
ま
こ
と
に
■
学
会
の
将
来
に
。
と
っ
て
、
同

慶
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
呼
応
し
て
、
六
月
十
三

目
学
会
発
足
第
一
回
の
総
会
が
研
心
館
大
講
堂
で
催
さ
れ
た
。
熱
心
な

学
生
講
君
・
及
ぴ
一
般
会
員
の
終
始
な
ご
や
か
な
参
集
の
も
と
に
。
、
会

長
の
拶
挨
・
学
会
の
経
過
報
皆
・
学
生
委
員
の
選
出
を
行
い
、
総
会
行

事
と
し
て
、
左
に
。
記
す
よ
う
な
学
術
講
演
・
映
画
鑑
賞
の
機
会
を
つ
く

リ
え
た
こ
と
は
、
会
員
一
同
の
学
間
的
雰
囲
気
を
新
に
。
す
る
も
の
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
、
、
左
に
総
会
の
内
容
を
附
記
し
て
お
こ
う
。

立
命
館
大
学
経
済
学
会
総
会
（
第
一
回
）

場
所
　
立
命
鉗
大
学
研
心
館
大
講
堂

日
時
　
六
月
十
三
目
（
土
）

第
一
部
、
溝
演
会

日
本
労
働
関
係
の
特
質
　
　
　
　
立
命
館
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
経
博

虻
近
の
同
際
縦
済
閑
孤
に
つ
　
　
元
京
大
教
授

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
　
　
　
符

大
山
敷
太
郎
氏

松
口

丁
．ｒ
“

孝

児

氏

一
二
四
（
三
七
八
）

窮
二
部
、
映
画
会

フ
ラ
ン
ス
映
面
「
悪
魔
の
美
し
さ
」

経
商
研
究
会
例
会
報

第
二
十
九
回
（
六
月
二
日
）

　
連
関
財
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

第
三
十
回
（
六
月
十
六
旦
）

　
税
務
会
計
に
■
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
高

　
　
ー
デ
ィ
ダ
ツ
ク
シ
ョ
ン
を
巾
心
と
し
て
ー

　
賓
本
主
義
と
革
新
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜

　
　
－
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
を
め
ぐ
っ
て
，
；

第
三
十
一
回
（
六
月
三
十
日
）

　
銀
行
の
杜
会
的
機
能
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
小

社
会
見
学

田
　
邦

尾奇一牧

忠

臣

正
　
現

聖
徳

　
昨
年
は
、
教
師
と
学
生
が
行
動
を
と
も
に
し
、
現
地
に
却
し
た
教
批

を
う
け
る
べ
く
多
彩
な
杜
会
見
学
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
年
は
左

の
見
学
の
み
で
前
期
セ
メ
ス
タ
を
了
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
七
回
（
六
月
二
十
冨
）
新
三
菱
重
工
業
Ｋ
・
Ｋ
京
都
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）
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